胃がん検診受診について（市町村担当者用）
※受診希望の方からの問い合わせの際に参考にして下さい。
　　　　　　　　　　　　　

＜検診を受けることができるかどうかについて＞　　

　Ｑ１：前日21時以降に食事を摂った場合（夕食時間が夜中になった）や検査当日の朝、ひと口食べた等の場合はお断りをしている。このような案内で構わないか。

　Ａ１・食べた物の種類や量、検査までの時間で検査の可否が変わるが、基本的に検査は中止。

　 　　・後日受診機会があるのなら、その機会に受診を勧める。

　　　　

Ｑ２：授乳中であるが、受診可能か？

Ａ２・受診は可能だがお渡ししている下剤を飲み授乳すると乳児に下痢がみられたことが報告されている。受診するのであれば下剤を飲まないか、便秘気味の方は市販の乳児に影響がない下剤薬（コーラックソフト、ビオフェルミン便秘薬、ビュースルーソフト、ビューラックソフト、ピコラックス）を飲んでいただきたい、または、あらかじめ下剤服用前に母乳を採っておき下剤服用２４時間経過後直母乳を開始していただければ可

　Ｑ３：妊娠中であるが、受診可能か？

　Ａ３・妊娠中、妊娠の可能性がある方は不可

＜検診後の体調不良について＞

　Ｑ４：検診後、腹痛がある。医療機関を受診するべきか？どこへかかると良いのか？

　Ａ４・内科、消化器科か。次回の受診の際にも、同じ症状をきたす恐れがあるため、本人の

意思を再確認のうえ、受診を決めてもらう。

＜治療中の疾患のある方への対応について＞

　Ｑ５：透析をされている方への対応

　　　　透析をしている本人から、バリウムを飲んでいいかと尋ねられた。バリウム自体は

ＯＫでも受診後の水分摂取を勧める際、本人との話だけでは、どの程度の水分制限があるのか詳細がわからないため、主治医に相談するように促した。

Ａ５・水分制限により、便秘になりやすいため、透析(水分制限)をされている方は主治医に相談を。

　　　

Ｑ６：内服薬の内容（特に糖尿病）について細かく聞いた方が良いか。市町村によって差がある。

　Ａ６・糖尿病の場合、検診当日朝のインスリン、血糖降下剤服用の方は低血糖症の恐れがあるので

基本的には受診不可。

・検診受診時の注意点など記載したパンフレット等に、服薬治療中の場合等について記載していただくと注意喚起ができる。

＜便秘・下剤の飲み方について＞

　

　Ｑ７：２日（３日の人もいた）便が出ていないが、受診できるか。

　Ａ７・３日以上１週間未満の方は腸閉塞のリスクが高いのでお勧めしていない。本人希望で受診後の

体調管理ができる方であれば受診可（一部市町村では３日以上で受診不可としている）

Ｑ８：便秘者の受診について対応策（マニュアル的な物）はないか。

　Ａ８・そのようなマニュアルはない。

・胃腸の機能が低下している方（強い便秘症の方）は、他の検査（胃カメラ等）を勧めて頂だ

きたい。

　

Ｑ９：検査後、水を飲んでよいか。

　Ａ９・問題ない。むしろ、バリウムが固まるのを防ぐため、また排便を促すため、便が出るまで積極

的にいつもより多くの水分を摂取することが重要。

・なお、アルコールやカフェインが入った飲み物は利尿作用があり、腸内の水分を奪ってしまい、

かえってバリウムが固まりやすくなるため、バリウムが排出されるまでは控えるべき。

　Ｑ１０：下剤を断られたときの対応

　　　　「普段飲んでいる便秘の薬を飲むので、市からの下剤はいらない。」

「下剤を飲まなくてもすぐ出るので、市からの下剤はいらない。」

「普段飲んでいる便秘の薬を飲むので、市からの下剤はいらない。」等と言われた場合

Ａ１０・便が出るのであれば下剤は不要

Ｑ１１：下剤の増量を求められたときの対応

Ａ１１・製品に定められている用法用量を守らず使用した場合は、穿孔等の副作用の恐れがあることから、規定量以上は渡せない。
　　　　※高知県総合保健協会実施の集団検診時の場合
　　　　　【使用錠剤（R2年度現在）】：センノシド錠12mg「セイコー」
　　　　　【用法用量】：通常１日１回１～２錠を経口投与する。なお、高度の便秘には１回４錠まで増量することができる。また、年齢、症状により適宜増減する。
　　　　　　⇒以下のとおり運用する。
（提供錠数）高度の便秘には１回４錠まで増量できることを鑑みて、「４錠」を提供で
きる錠剤の上限数とし、５錠以上求められた場合は、使用後も排便されないようならば、病院を受診し医師の正確な判断をあおぐよう申し伝え、お断りする。
　　　　　　　（服用方法）検診では高齢者の方が多く、個人差があり、便秘がひどいと申告する方全
員一律で１度に多くの錠数を服用した場合に、中には薬が効きすぎ腹痛がひ
どくなる方がでる可能性もあるので、１回１～２錠を１日４錠を限度に慎重
に服用してもらう運用とする。なお、併せて、排便を促すため、便が出るま
で積極的にいつもより多くの水分を摂取することを指導する。
Ｑ１２：３錠から４錠飲む場合の説明（検診終了の時間により、服薬時間を６時間間隔をあける場合、夜中になる場合がある）

Ａ１２・普通は、下剤を飲んでから8～10時間で効果がある等の説明が必要

Ｑ１３：今まで全く検診を受けられたことがない方や久しぶりに受けられた方への下剤の渡し方

　　　　　断食中と言われる方への対応（外国人など）

　Ａ１３・下剤は、腸でバリウムが固まるのを防ぐ目的ですので、本人の状態によって飲んでいただき

たい。
＜その他＞

　Ｑ１４：胃カメラをする予定だが、バリウム検査をしたほうがいいか。

　Ａ１４・胃内視鏡検査のみでかまいません。

　

Ｑ１５：高齢者のバリウム誤嚥のリスクについて（安全に受診できる年齢の目安）

　Ａ１５・誤嚥は７０代以上の男性に多い。
